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宦
官
擡
頭
を
め
ぐ
っ
て

平

松

明

日

香

は

じ

め

に

延
光
四
年

(

一
二
五)

十
一
月
丁
巳
の
夜
、
十
九
人
の
宦
官
を
主
導
と
す
る
ク
ー
デ
タ
が
発
生
し
、
十
一
歳
の
済
陰
王
、
順
帝
が
即

位
し
た
。
延
光
三
年

(

一
二
四)

に
皇
太
子
の
座
を
追
わ
れ
た
済
陰
王
が
宦
官
の
手
に
よ
り
皇
帝
位
に
即
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
功
績

に
よ
り
、
ク
ー
デ
タ
の
中
心
人
物
で
あ
る
宦
官
孫
程
ら
十
九
人
は
列
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
順
帝
擁
立
こ
そ
が
宦
官
専
横
の
決
定
的
な
契
機

に
な
っ
た
と
さ
れ
る

(

１)
[

東

一
九
九
五：

二
二
一
頁]

。
間
違
い
な
く
こ
の
事
件
が
後
の
宦
官
擡
頭
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
が
、
そ

れ
に
先
立
つ
安
帝
親
政
期

(

一
二
一
〜
一
二
五)

か
ら
宦
官
は
政
治
的
に
活
発
な
活
動
を
始
め
て
い
た
。
後
漢
時
代
に
お
け
る
宦
官
の
政

治
参
与
は
、
永
元
四
年

(

九
二)

の
和
帝
に
よ
る
政
権
奪
還
に
協
力
し
た�
衆
に
端
を
発
す
る
が
、
宦
官
集
団
の
最
初
の
発
展
期
と
し
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て
は
元
興
元
年

(

一
〇
五)

か
ら
永
寧
二
年

(

一
二
一)

の�
太
后
に
よ
る
臨
朝
称
制
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

[

労�
一
九
四
八]

[

冨
田

二
〇
〇
一]

[

渡
邉
義
浩

一
九
九
五：

三
二
七
〜
三
六
五
頁]

。
確
か
に
、
文
書
伝
達
の
必
要
性
か
ら
宦
官
が�
太
后
の
周
囲
に
存
在

し
て
お
り
、
中
常
侍
が
顧
問
応
対
と
い
う
皇
帝
か
ら
の
諮
問
に
応
え
る
機
能
を
有
し
て
い
た
以
上
、
宦
官
が
側
近
と
し
て
の
地
位
を
固

め
て
い
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
宦
官
と
外
戚
の
提
携
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、�
太
后
の
臨
朝
称
制
後
、

安
帝
親
政
期
か
ら
で
あ
る
。
安
帝
親
政
期
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
は
合
計
五
年
と
短
い
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
考
察
の
対
象
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
宦
官
に
よ
る
選
挙
請
託
や
、
宦
官
と
外
戚
の
密
接
な
つ
な
が
り
は
こ
の
時
期
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
以
上
、
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
宦
官
が
安
帝
親
政
期
に
政
治
的
進
出
を
果
た
し
た
要
因
を
、
安
帝
親
政
期

の
外
戚
で
あ
っ
た
耿
氏
、
閻
氏
と�
氏
派
官
僚
、
反�
氏
派
官
僚
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
。
先
行
研
究
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
安
帝
親
政
期
お
よ
び
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
漢
政
治
史
の
転
換
点
を
当
該
期
に
求
め
る
こ
と

が
本
稿
の
意
義
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
宦
官
の
擡
頭
と
後
漢
王
朝
の
滅
亡
と
は
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
擡
頭
過
程
を
描
く

こ
と
は
、
以
降
の
宦
官
勢
力
拡
大
の
要
因
を
知
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
皇
太
后
臨
朝
称
制
の
み
を
宦

官
擡
頭
の
主
要
因
と
み
な
し
が
ち
な
先
行
研
究
の
問
題
点
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
章

安
帝
親
政
期
の
外
戚
、
耿
氏
と
閻
氏

安
帝
が
親
政
を
開
始
す
る
と
、
今
ま
で
政
権
を
担
っ
て
い
た
外
戚�
氏
が
誅
滅
さ
れ
、
新
た
に
二
つ
の
外
戚
が
並
立
し
た
。
耿
氏
と

閻
氏
で
あ
る
。
安
帝
は
も
と
も
と
清
河
王
家
出
身
で
あ
り
、
後
漢
で
初
め
て
外
藩
か
ら
帝
位
に
即
い
た
皇
帝
で
あ
っ
た
。
耿
氏
は
清
河
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王
家
時
代
の
安
帝
の
嫡
母
の
一
族
で
あ
り
、
安
帝
親
政
以
後
、
中
央
に
進
出
し
た

(

２)

。
で
は
、
耿
氏
は
も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
一
族
で
あ
っ

た
の
か
。

安
帝
親
政
期
に
擡
頭
し
た
耿
氏
は
扶
風
茂
陵
の
出
身
で
あ
り
、
後
漢
建
国
の
功
臣
耿�
を
祖
に
持
つ
一
族
で
あ
っ
た

(

３)

。
東
晋
次
氏
に

よ
れ
ば
、
後
漢
に
お
い
て
特
定
の
七
家
は
一
般
の
功
臣
と
は
異
な
る
待
遇
を
受
け
、
官
職
授
与
・
公
主
降
嫁
の
栄
誉
が
与
え
ら
れ
、
ま

た
そ
の
家
の
娘
を
皇
后
に
立
て
る
な
ど
、
皇
室
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
政
策
が
と
ら
れ
た

[

東

一
九
九
五：

四
八
、
五
七
〜
五
九
頁]

。

耿
氏
は
七
家
の
一
員
で
あ
り

(

４)

、
皇
后
こ
そ
出
し
て
い
な
い
が
、
清
河
王
家
の
事
例
に
も
あ
る
よ
う
に
諸
侯
王
家
と
の
通
婚
は
行
っ
て
い

た
。
ま
た
、
清
河
王
妃
耿
氏
の
母
は
明
帝
の
娘
の
隆
慮
公
主
で
あ
り
、
耿
氏
に
対
す
る
公
主
降
嫁
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
耿
氏
は
非
常
に
高
い
家
格
を
持
つ
一
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
耿
氏
は
辺
境
官
僚
と
し
て
の
活
躍
が
目
立
つ
も
の
の
、

安
帝
期
、
順
帝
期
の
例
外
を
除
い
て
、
中
央
官
僚
を
出
し
た
記
録
は
稀
で
あ
る

(

５)

。
以
下
に
安
帝
親
政
期
に
至
る
ま
で
の
耿
氏
を
具
体
的

に
述
べ
る
。

ま
ず
、
安
帝
親
政
期
に
中
央
に
進
出
し
た
耿
氏
の
筆
頭
と
し
て
耿
宝
が
挙
げ
ら
れ
る
。
耿
宝
は
清
河
王
妃
耿
氏
の
兄
で
あ
り
、
延
光

三
年

(

一
二
四)

秋
八
月
に
大
鴻
臚
か
ら
大
将
軍
に
遷
っ
た

(
６)

。
安
帝
の
崩
御
と
共
に
耿
氏
は
誅
滅
さ
れ
た
た
め
、
耿
宝
の
大
将
軍
就
任

期
間
は
一
年
に
満
た
な
い
が
、
政
治
の
中
枢
を
担
う
官
に
就
任
し
て
い
た
点
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る

(

７)

。
ま
た
、
耿
宝
の
弟
の
子
で
あ
る

耿
承
が
安
帝
期
に
侍
中
に
就
任
し
て
い
た
が
、
こ
れ
以
外
の
耿
氏
は
管
見
の
限
り
み
あ
た
ら
な
い

(

８)

。

次
に
、
安
帝
皇
后
の
一
族
で
あ
る
閻
氏
に
関
し
て
確
認
す
る
。
閻
氏
は
河
南�
陽
の
豪
族
で
あ
り
、
皇
后
の
祖
父
、
閻
章
は
永
平
中

(

五
八
〜
七
五)

に
尚
書
、
次
い
で
歩
兵
校
尉
に
就
い
た
。
加
え
て
、
閻
章
の
妹
二
人
は
明
帝
の
後
宮
に
入
り
、
貴
人
と
な
っ
た
。
閻
皇

後
漢
安
帝
期
に
お
け
る
宮
廷
勢
力
の
変
容
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后
冊
立
に
至
る
ま
で
に
史
書
で
確
認
で
き
る
閻
氏
は
、
以
上
の
三
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
閻
氏
は
明
帝
期
に
中
央
官
を
出
し
て
は
い
る

が
閻
皇
后
冊
立
よ
り
前
に
九
卿
以
上
に
の
ぼ
っ
た
人
間
は
管
見
の
限
り
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
上
、
閻
氏
は
建
国
の
功
臣
一
族
で
も
な

い
。
閻
氏
の
立
后
は
、
皇
后
を
出
す
家
が
ゆ
る
や
か
に
固
定
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

(

９)

後
漢
の
風
潮
に
合
わ
な
い
珍
し
い
例
で
あ
っ
た
。
お
そ

ら
く
、
閻
皇
后
の
叔
母
が
、�
太
后
の
兄
で
あ
る�
弘
に
嫁
い
で
い
た
と
い
う
姻
戚
関
係
故
に
立
后
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
帝
親
政

期
の
閻
氏
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

閻
氏
の
領
袖
と
し
て
は
閻
皇
后
の
兄
で
あ
る
閻
顕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
閻
顕
は
お
そ
ら
く
耿
宝
と
入
れ
替
わ
り
に
な
る
形
で
大
鴻
臚
に

就
任
し
、
延
光
四
年

(

一
二
五)
の
安
帝
崩
御
後
に
車
騎
将
軍
に
就
任
し
、
将
軍
と
し
て
大
い
に
朝
政
に
関
わ
っ
た
。
こ
の
他
、
閻
顕

の
兄
弟
で
あ
る
閻
景
、
閻
耀
、
閻
晏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
安
帝
親
政
期
に
は

｢�
校｣

、
す
な
わ
ち
九
卿
ま
た
は
五
校
尉
の
い
ず
れ
か
の
官

に
就
い
て
い
た

(�)
。
加
え
て
閻
顕
、
閻
景
の
諸
子
は
安
帝
親
政
期
に
既
に
、
年
少
な
が
ら
も
黄
門
侍
郎
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た

(�)

。

記
録
に
残
っ
て
い
る
限
り
、
同
門
の
就
任
者
と
い
う
点
で
は
閻
氏
一
族
の
方
が
耿
氏
一
族
よ
り
も
多
い
が
、
家
格
と
い
う
点
で
は
、

耿
氏
は
閻
氏
よ
り
格
段
に
高
く
、
さ
ら
に
短
期
間
で
は
あ
る
が
耿
宝
は
大
将
軍
と
い
う
高
位
に
就
い
て
い
た
。
し
か
し
安
帝
親
政
期
に

お
い
て
両
氏
が
反
目
し
た
形
跡
は
な
く
、
む
し
ろ
太
尉
楊
震
の
謀
殺
や
皇
太
子
劉
保
廃
位
な
ど
で
提
携
し
て
い
た

(『

後
漢
書』

列
伝
六

八
宦
者
孫
程
列
伝)

。
ま
た
、
安
帝
親
政
期
に
中
央
に
進
出
し
た
外
戚
の
範
囲
は
い
ず
れ
も
そ
の
家
の
領
袖
お
よ
び
そ
の
兄
弟
、
子
弟
く

ら
い
ま
で
で
あ
る
。�
太
后
臨
朝
称
制
期
の�
氏
は
、�
太
后
の
従
兄
弟
に
至
る
ま
で
任
官
さ
れ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
安
帝
親
政
期

の
耿
氏
、
閻
氏
の
任
官
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

で
は
、
耿
氏
、
閻
氏
は
宦
官
ら
と
い
か
に
提
携
し
た
の
か
、
ま
た
宦
官
擡
頭
の
時
期
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
を
次
章
で
検
討
す
る
。
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第
二
章

安
帝
期
を
中
心
と
す
る
宦
官
、
乳
母
の
擡
頭

第
一
節�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
お
け
る
宦
官

後
漢
に
お
け
る
宦
官
の
擡
頭
時
期
を
表
す
史
料
と
し
て
は
以
下
の
二
例
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
。

(

朱
穆)

乃
ち
上
疏
し
て
曰
わ
く｢

案
ず
る
に�
の
故
事
、
中
常
侍
は
士
人
を
參�
す
。
建
武
以
後
、
乃
ち
悉
く
宦�
を
用
う
。
…
…｣

と
。
帝�
れ
ず
。
後
に
穆�
見
す
る
に
因
り
て
、
口
ず
か
ら
復
た
陳
べ
て
曰
わ
く

｢

臣

聞
く
な
ら
く�
家
の
舊
典
、
侍
中
・

中
常
侍
各
お
の
一
人
を
置
き
、�
書
の
事
を
省み

し
め
、�
門
侍�
一
人
、
書
奏
を
傳
發
し
、
皆
な
姓
族
を
用
う
と
。
和
熹
太
后

女
主
を
以
て
稱
制
す
る
よ
り
、
公�
に
接
せ
ず
、
乃
ち
閹
人
を
以
て
常
侍
・
小�
門
と
爲
し
、
命
を
兩
宮
に�
ぜ
し
む
。
此
れ
よ

り
以
來
、
權
は
人
主
を
傾
け
、
天
下
を
窮
困
せ
し
む
。
宜
し
く
皆
な
罷�
し
、�
く
耆
儒
宿�
を�
び
、
政
事
に
與
參
せ
し
む
べ

し｣

と

(�)
。

(『

後
漢
書』

列
伝
三
三
朱
穆
列
伝)

明
帝
よ
り
以
後
、
延�
に�
る
ま
で
、
委
用
漸
く
大
に
し
て
、
其
の
員
稍
く�
し
、
中
常
侍
は
十
人
有
る
に
至
り
、
小�
門
は
二

十
人
、
改
む
る
に
金�
右
貂
を
以
て
し
、��
の
職
を�
領
せ
し
む
。�
后

女
主
を
以
て
政
に
臨
み
、
而
し
て
萬
機
は
殷�
な

る
も
、
朝
臣
の
國
議
、
帷
幄
を
參
斷
す
る
に
由
無
く
、
制
を
稱
し
令
を
下
す
は
、��
の�
よ
り
出
で
ず
、
刑
人
を
委
用
し
、
之

に
國
命
を
寄
せ
ざ
る
を
得
ず
。
手
は
王�
を
握
り
、
口
は
天�
を
含
み
、
復
た
掖
廷
永
巷
の
職
、
閨��
闥
の
任
に
は
非
ざ
る
な

り

(�)

。

(『

後
漢
書』

列
伝
六
八
宦
者
列
伝
序)

こ
の
う
ち
主
に
朱
穆
列
伝
の

｢�
の
故
事｣

に
基
い
た
上
奏
文
に
よ
り
、
宦
官
の
擡
頭
時
期
は�
太
后
の
臨
朝
称
制
期
と
考
え
ら
れ
て

後
漢
安
帝
期
に
お
け
る
宮
廷
勢
力
の
変
容
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き
た

[

労�
一
九
四
八]

[

冨
田

二
〇
〇
一]

[

渡
邉
義
浩

一
九
九
五：

三
二
七
〜
三
六
五
頁]

。
桓
帝
期
の
朱
穆
は
尚
書
、
乃
ち
基
本
的
に

非
公
開
で
あ
っ
た
国
家�
案
、
故
事
を
扱
う
機
会
が
多
い
官
に
就
い
て
お
り

(�)

、
そ
の
立
場
に
鑑
み
て
も

｢

故
事｣

の
内
容
が
漢
代
の
現

実
を
反
映
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
永
元
四
年

(

九
二)

の
ク
ー
デ
タ
以
降
、
侍
中
の
禁
中
宿
直
が
禁
止
さ
れ
、
禁
中
に
宿
衛
す
る

の
は
宦
官
専
任
の
中
常
侍
の
み
と
な
っ
た

[

渡
邉
将
智

二
〇
一
四：

二
六
一
〜
二
六
二
頁]

。
加
え
て
、
皇
太
后
の
居
住
空
間
で
あ
る
長
楽

宮
に
出
入
し
、
文
書
の
授
受
を
行
っ
た
の
は
、
宦
官
専
任
の
小
黄
門
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る

[

渡
邉
将
智

二
〇
一
四：

二
二
二
頁]

。�

太
后
の
身
近
に
控
え
、
文
書
伝
達
に
携
わ
っ
て
い
た
宦
官
が�
太
后
の
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
は
考
え
う
る
。
ま
た
、

後
述
の
よ
う
に
和
帝
期
か
ら
、
宦
官
で
あ
る�
衆
や
蔡
倫
が
重
用
さ
れ
始
め
、�
太
后
も
引
き
続
き
彼
ら
を
身
辺
に
置
き
続
け
た
。
朱

穆
は
、�
太
后
の
周
囲
に
主
に
文
書
伝
達
に
携
わ
る
宦
官
が
増
加
し
た
事
実
に
基
づ
き
、
当
該
期
を
宦
官
擡
頭
の
転
換
点
と
位
置
づ
け

た
の
で
あ
ろ
う
。

�
氏
の
宦
官
利
用
に
関
し
て
、
冨
田
氏
は
永
初
四
年

(

一
一
〇)

、�
太
后
の
母
親
新
野
君
の
死
を
契
機
に�
氏
一
族
が
官
界
か
ら
意

識
的
に
身
を
引
い
た
あ
と
、｢

省
尚
書
事｣

補
完
の
為
の
人
的
要
因
と
し
て
宦
官
の
起
用
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る

[

冨
田

二
〇

〇
一]

。
し
か
し
、
宦
官
を
文
書
伝
達
や
諮
問
に
使
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、�

太
后
臨
朝
称
制
期
に
あ
ら
わ
れ
た
政
権
批
判
を
中
心
に
、
宦
官
利
用
の
実
態
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
起
こ
っ
た
政
権
批
判
と
し
て
は
、
安
帝
の
即
位
間
も
な
い
永
初
元
年

(

一
〇
七)

に
、
司
空
周
章
が

安
帝
と�
太
后
の
廃
立
を
目
論
み
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
事
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。

永
初
元
年
、
魏
霸
に
代
わ
り
て
太
常
と
爲
る
。
其
の
冬
、
尹�
に
代
わ
り
て
司
空
と
爲
る
。
是
の
時
中
常
侍��
・
蔡
倫
等

皆
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な�
を
秉
り
政
に
豫
り
、
章

數
し
ば
直
言
を�
む
。
…
…
章�
心
の
附
せ
ざ
る
を
以
て
、�
に
密
か
に
謀
り
て
宮
門
を
閉
じ
、

車
騎
將
軍��
兄
弟
及
び��
・
蔡
倫
を
誅
し
、�
書
を
劫
し
、
太
后
を
南
宮
に
廢
し
、
帝
を
封
じ
て�
國
の
王
と
爲
し
、
而
し

て�
原
王�
を
立
て
ん
と
す

(�)
。

(『

後
漢
書』

列
伝
二
三
周
章
列
伝)

周
章
が
こ
の
時
、�
氏
も
ろ
と
も
宦
官
の�
衆
、
蔡
倫
を
排
斥
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。�
衆
は
永
元
四
年

(

九

二)

和
帝
が
皇
太
后
で
あ
る
竇
氏
一
族
か
ら
政
権
を
奪
還
す
る
際
に
重
大
な
働
き
を
果
た
し
た
宦
官
で
あ
り
、
以
降�
衆
は

｢

常
に
議

事
に
與｣

っ
た

(『

後
漢
書』
列
伝
六
八
宦
者�
衆
列
伝)

。
ま
た
、
蔡
倫
も
和
帝
期
か
ら
す
で
に
中
常
侍
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
権
力
を

握
っ
て
い
た

(『

後
漢
書』

列
伝
六
八
宦
者
蔡
倫
列
伝)

(『

続
漢
書』

五
行
志)

。
こ
の
よ
う
に
和
帝
期
に
重
用
さ
れ
た
宦
官
二
人
は
、�
太

后
臨
朝
称
制
期
に
も
引
き
続
い
て
朝
政
に
参
与
し
た
。�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
お
け
る
宦
官
の
利
用
は
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
常
侍�
衆
が
元
初
元
年

(
一
一
四)

に
死
去
し
て
以
降
の
宦
官
の
寵
臣
は
蔡
倫
一
人
し
か
確
認
で
き
な
い
。

次
に
、�
太
后
の
臨
朝
称
制
を
批
判
す
る
以
下
の
三
例
を
確
認
す
る
。

永
初
元
年
、
孝�
に
舉
げ
ら
れ
、�
中
と
爲
る
。
時
に
和
熹�
后

臨
朝
し
、
權
は
外
戚
に
在
り
。
根

安
帝
年
長
じ
、
宜
し
く
政

事
を
親
し
く
す
べ
き
を
以
て
、
乃
ち
同
時
の�
と
上
書
し
て
直
諫
す

(�)
。

(『

後
漢
書』

列
伝
四
七
杜
根
列
伝)

初
め
、�
原
郡
の
吏
の
成
翊
世
も
亦
た
太
后
を
諫
め
て
政
を
歸
せ
し
め
ん
と
し
、
坐
し
て
罪
に
抵
た
る
。(

安
帝
親
政
後)

根
と
與

に�
に�
せ
ら
れ
、
擢
ん
で
ら
れ�
書�
と
爲
り
、
竝
び
に�
用
せ
ら
る

(�)
。

(『

後
漢
書』

列
伝
四
七
杜
根
列
伝)

康

太
后
、
久
し
く
朝
政
に
臨
み
、
宗
門
盛
滿
な
る
を
以
て
、
數
し
ば
長
樂
宮
に
上
書
し
て
諫
爭
し
、
宜
し
く
公
室
を
崇
び
、
自

ら
私
權
を
損
な
う
べ
し
と
し
、
言
甚
だ
切
至
。
太
后

從
わ
ず
。
康

心
に
畏
懼
を
懷
き
、
永
寧
元
年
、�
に
病
と
謝
し
て
朝
せ
ず

(�)

。
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(『

後
漢
書』

列
伝
六�
康
列
伝)

�
太
后
は
約
十
五
年
に
わ
た
る
長
期
の
臨
朝
称
制
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
先
の
杜
根
、
成
翊
世
、�
康
は
い
ず
れ
も
政

権
の
返
還
も
し
く
は�
氏
の
自
重
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
宦
官
の
利
用
そ
の
も
の
は
批
判
し
て
お
ら
ず
、
当
時
の
官
界
で
は
宦
官

利
用
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
は
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。
加
え
て�
康
が
越
騎
校
尉
に
就
い
た
の
は
永
初
六

年

(

一
一
二)

前
後
で
あ
り
、
政
権
批
判
も
そ
れ
以
後
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り�
康
の
批
判
は
、
冨
田
氏
が
宦
官

の
利
用
を
図
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
る
永
初
四
年

(

一
一
〇)

の
新
野
君
死
後
に
出
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
一
族
の
自
重
を
勧
告
す

る
の
み
で
あ
り
宦
官
の
利
用
に
関
し
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
永
初
四
年

(

一
一
〇)

以
降
に
も
中
央
の
政
界
に�
氏
は
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、
領
袖
で
あ
る�
隲
は
、｢

其
れ
大
議
有
れ
ば
、

乃
ち
朝
堂
に
詣
で
、
公�
と
參
謀
す

(�)｣
と
あ
る
よ
う
に
、
将
軍
職
を
退
い
た
後
も
、
重
大
な
議
題
が
あ
れ
ば
そ
の
検
討
に
携
わ
っ
た
。

加
え
て
、�
太
后
の
甥
で
あ
る�
珍
が
元
初
四
年

(

一
一
七)

に
黄
門
侍
郎
に
就
い
て
い
る

(�)
。
ま
た
、�
太
后
の
従
兄
弟
で
あ
る�
康

は
少
な
く
と
も
永
寧
元
年

(

一
二
〇)

ま
で
は
越
騎
校
尉
の
官
に
あ
っ
た
。
冨
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
永
初
四
年

(

一

一
〇)

に�
氏
一
族
が
一
斉
に
官
を
退
い
た
も
し
く
は
朝
政
に
関
わ
ら
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る

(�)

。
ま
た
、
東
氏
も
論
じ

て
い
る
よ
う
に�
氏
は
益
州
を
中
心
と
し
た

｢

地
方｣

人
士
と
積
極
的
に
提
携
し
、
尚
書
台
の
官
も�
氏
派
官
僚
が
掌
握
し
て
い
た

[

東

一
九
九
五：

一
九
七
〜
二
一
四
頁]

。�
太
后
崩
御
の
際
の
尚
書
令
と
推
測
さ
れ
る�殳
諷
は
か
つ
て�
隲
に
よ
り
朝
廷
に
推
薦
さ
れ
た

人
物
で
あ
り
、
安
帝
親
政
期
に
至
る
ま
で�
氏
が
尚
書
を
掌
握
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
汪
桂
海
氏
は
後
漢
代
の
尚
書
の

職
掌
に
つ
い
て
、
上
奏
文
の
取
捨
選
択
と
上
奏
時
の
意
見
提
出
を
認
め
て
い
る

[
汪
桂
海

一
九
九
九：

一
六
五
〜
一
六
九
頁]

。
氏
の
意
見
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に
従
え
ば
、�
氏
は
尚
書
台
に�
氏
派
官
僚
を
配
置
し
、
上
奏
時
に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
で
、�
太
后
の
政
策
決
定
を
補
助
し
た
の

で
あ
る

(�)
。

『

後
漢
書』

の
朱
穆
列
伝
、
宦
者
列
伝
お
よ
び
和
帝
期
か
ら
の
宦
官
重
用
の
流
れ
に
鑑
み
る
に
、�
太
后
臨
朝
称
制
期
の
宦
官
は
主

に
文
書
伝
達
の
方
面
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
。
朱
穆
は
そ
の
点
を
重
視
し
、
宦
官
重
用
の
転
換
期
を�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
求
め
た

の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
程
度
は
官
界
か
ら
の
大
々
的
な
批
判
を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
ま
た�
氏
に
よ
る
尚
書
台
掌
握
を
考
え
る

と
、
彼
ら
が
宦
官
を
必
要
と
し
た
動
機
は
比
較
的
弱
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、�
太
后
死
後
の
、
安
帝
親
政
期
と
閻
太
后
臨
朝

称
制
期
に
は
宦
官
の
政
治
的
擡
頭
が
顕
著
で
あ
る
。
次
節
で
は
そ
の
時
代
の
宦
官
に
関
し
て
検
討
す
る
。

第
二
節

安
帝
親
政
期
か
ら
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
か
け
て
の
宦
官
の
擡
頭

安
帝
親
政
に
至
り
、
安
帝
お
よ
び
閻
氏
に
重
用
さ
れ
た
宦
官
の
筆
頭
と
し
て
は
江
京
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は�
氏
の
誅
滅
後
に
小
黄

門
か
ら
中
常
侍
に
遷
り
大
長
秋
を
兼
ね
権
勢
を
ふ
る
っ
た
が
、
順
帝
擁
立
ク
ー
デ
タ
時
に
誅
殺
さ
れ
た
。
安
帝
、
北
郷
侯
の
死
と
い
う

危
機
的
状
況
に
お
い
て
閻
氏
に
意
見
し
、
そ
の
意
見
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
大
長
秋
と
い
う
皇
后
近
侍
の
官
に
就
い
て
い
た

こ
と
か
ら
、
閻
氏
に
緊
密
な
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
安
帝
親
政
期
の
中
常
侍
と
し
て
は
李
閏
、
樊
豊

(�)

が
挙
げ
ら
れ

る
。
加
え
て
黄
門
令
の
劉
安
、
鉤
盾
令
の
陳
達
も
こ
の
時
期
権
勢
を
ふ
る
っ
た

(�)
。
そ
し
て
安
帝
の
乳
母
王
聖
、
そ
の
娘
の
王
伯
栄
も
政

治
に
参
与
し
、
後
漢
に
お
け
る
乳
母
に
よ
る
政
治
参
与
の
端
緒
と
な
っ
た

(�)
。
こ
の
よ
う
に
、
安
帝
が
親
政
を
開
始
す
る
や
宦
官
五
名
、

乳
母

(

乳
母
の
娘)

二
名
が
擡
頭
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
著
名
で
あ
っ
た
宦
官
は
二
人
、
し
か
も
両
者
と
も

後
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和
帝
期
か
ら
す
で
に
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
安
帝
が
和
帝
、�
太
后
と
比
べ
宦
官
、
乳
母
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
中
常
侍
李
閏
は
耿
宝
を
通
じ
て
自
身
の
兄
を
楊
震
に
辟
召
さ
せ
よ
う
と
す
る

(『

後
漢
書』

列
伝
四
四

楊
震
列
伝)
な
ど
、
宦
官
に
よ
る
選
挙
請
託
も
こ
の
時
期
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
宦
官
擡
頭
の
要
因
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
安
帝
の
個
人
的
資
質
、
嗜
好
も
勿
論
関
係
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
安
帝
親
政
後
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
も
三
点
ほ
ど
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
と
し
て�
氏
派
官
僚
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
安
帝
は
親
政
に
あ
た
り�
氏
を
誅
滅
し
た
が
、
彼
ら
は
外
朝
や
尚
書
台

に
広
く
根
を
張
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、�
氏
誅
滅
に
対
す
る
不
満
も
多
く
出
さ
れ
た

(『

後
漢
書』

列
伝
六�
隲
列
伝)

。
加
え
て
、
後

述
す
る
楊
震
を
は
じ
め
と
す
る�
氏
派
官
僚
も
依
然
と
し
て
一
定
数
存
在
し
て
い
た

(�)

。

二
点
目
と
し
て
安
帝
即
位
の
正
統
性
に
対
す
る
疑
義
が
渡
邉
将
智
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る

[

渡
邉
将
智

二
〇
一
二]

。
和
帝
の
実

子
で
あ
る
平
原
王
劉
勝
が
、
疾
病
を
理
由
に�
太
后
に
よ
っ
て
帝
位
の
継
承
を
妨
害
さ
れ
、
傍
系
で
あ
る
安
帝
が
即
位
し
た
こ
と
に
対

し
て
官
界
か
ら
不
満
が
出
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
劉
勝
の
二
代
後
の
平
原
王
で
あ
る
劉
翼
は�
太
后
の
兄
、��
ら
が

安
帝
に
代
え
て
帝
位
に
即
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り

(『

後
漢
書』

列
伝
六
八
宦
者
孫
程
列
伝)

、
こ
う
し
た
対
立
候
補

が
帝
位
に
即
く
可
能
性
も
存
在
し
て
い
た
。

三
点
目
と
し
て
、
そ
の
結
果
、
安
帝
親
政
期
の
中
央
政
界
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
期
に
は
複
数
の
外
戚
が

存
在
し
、
ま
た
楊
震
を
筆
頭
に
彼
ら
に
敵
対
す
る
高
位
の�
氏
派
官
僚
も
宮
中
に
存
在
し
て
い
た
。
皇
帝
の
親
政
下
で
は
耿
氏
、
閻
氏

の
い
ず
れ
も
専
権
を
ふ
る
い
う
る
に
は
足
り
ず
、
複
数
の
外
戚
が
拮
抗
す
る
状
況
下
で
、
外
戚
と
皇
帝
の
信
任
を
受
け
る
宦
官
、
乳
母
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が
結
合
し
、
皇
帝
の
左
右
に
あ
る
こ
と
で
権
力
維
持
と
政
敵
排
除
に
努
め
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た

(�)

。
閻
氏
が
大
長
秋

江
京
、
中
常
侍
樊
豊
を
利
用
し
て
皇
太
子
を
廃
位
し
た
よ
う
に

(『

後
漢
書』

本
紀
一
〇
安
思
閻
皇
后
紀)

、
外
戚
は
自
身
の
要
望
を
実
現

す
る
た
め
に
、
安
帝
の
意
思
決
定
に
関
与
す
る
宦
官
を
積
極
的
に
利
用
し
た

(�)

。

後
述
の
よ
う
に
、
安
帝
は
自
身
に
忠
実
な
官
僚
を
尚
書
台
に
集
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、�
氏
派
官
僚
に
対
抗
し
た
が
、
尚
書
台
か

ら
の
上
奏
文
は
安
帝
自
ら
が
決
裁
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
尚
書
官
僚
は
上
奏
文
に
意
見
を
加
え
る
こ
と
で
、
皇
帝
の
意
思
決
定
を
輔
佐

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
一
方
で
、
禁
中
へ
の
出
入
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
最
終
的
な
裁
可
に
は
関
与
で
き
な
か
っ
た
。
安
帝

は
自
身
に
近
侍
し
て
い
た
宦
官
の
意
見
を
裁
可
に
あ
た
り
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
侍
中
や
議
郎
な
ど
の
士
人
専
任
の
官
も
顧
問

応
対
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
政
権
交
代
の
不
安
定
な
時
期
に
あ
た
り
、
長
年
親
政
を
行
え
な
か
っ
た
安
帝
が
周
囲
に
控
え
て
い
た
宦
官

ら
を
重
用
し
た
の
は
必
然
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、�
氏
が
臨
朝
称
制
開
始
直
後
よ
り
尚
書
台
を
掌
握
し
た
の
に
対
し
、
安
帝
が
尚
書
台

に
自
派
の
官
僚
を
配
置
で
き
た
の
は
、
尚
書
令
陳
忠
ら
の
任
官
時
期
か
ら
考
え
て
、
政
権
奪
取
か
ら
約
一
年
後
の
延
光
元
年

(

一
二
二)

以
降
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
安
帝
に
近
侍
し
、�
氏
誅
滅
な
ど
の
政
策
決
定
に
関
わ
っ
た
宦
官
ら
を
、
安
帝
は
継
続
し
て
利
用
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
戚
は
政
治
的
発
言
力
を
強
め
た
宦
官
と
選
挙
請
託
な
ど
を
通
じ
て
提
携
す
る
こ
と
で
、
安
帝
に
対
す
る

影
響
力
を
保
持
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
安
帝
、
外
戚
双
方
が
宦
官
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
、
安
帝
親
政
期
に
お
け
る
宦
官
の
擡
頭
要
因

が
そ
ろ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
安
帝
は�
氏
派
官
僚
を
一
掃
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
お
い
て
、
江
京
や
李
閏
、

劉
安
、
陳
達
と
い
っ
た
複
数
の
宦
官
が
閻
氏
の
周
囲
に
存
在
し
続
け
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
次
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
関
し
て
士
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人
官
僚
と
外
戚
、
宦
官
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
。

第
三
章

安
帝
親
政
期
か
ら
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
か
け
て
の
士
人
官
僚

第
一
節

安
帝
親
政
期
の
中
央
政
界
に
お
け
る
問
題�
氏
派
官
僚
の
残
留
と
皇
太
子
廃
嫡
問
題

�
太
后
の
死
に
よ
り
安
帝
は
親
政
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
親
政
は
開
始
直
後
か
ら
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

ま
ず
、
安
帝
は
親
政
開
始
直
後
に�
隲
を
は
じ
め
と
す
る�
氏
を
一
掃
し
た
。
こ
れ
に
よ
り�
隲
、�
鳳

(�
隲
の
子)

、�
豹

(�

隲
の
従
兄
弟)

、�
遵

(�
隲
の
従
兄
弟)

、�
暢

(�
隲
の
従
兄
弟)

、�
忠

(�
隲
の
甥)

、�
広
宗

(�
隲
の
甥)

が
処
分
さ
れ
る
、
も
し

く
は
自
殺
し
、
宗
族
は
皆
免
官
さ
れ
て
本
郡
に
帰
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
特
に�
隲
の
処
分
に
つ
い
て
は
官
界
か
ら
抗
議
が
起
こ
り
、

安
帝
は�
氏
の
諸
兄
弟
を
洛
陽
に
戻
さ
せ
た
が
、�
氏
が
著
し
く
凋
落
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

で
は
、
こ
の
際�
氏
派
官
僚
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
処
分
が
下
っ
た
の
か
。
ま
ず
、�
隲
に
よ
っ
て
朝
廷
に
推
薦
さ
れ
た
人
間
と
し

て
は
何
熙
、�殳
諷
、
羊
浸
、
李�
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
中
で�
氏
誅
滅
と
同
時
期
に
官
を
去
っ
た
人
間
は
李�
の
み
で
あ
り

(�)

、

例
え
ば�殳
諷
は
尚
書
令
と
い
う
要
職
に
就
い
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
後
も
官
界
に
残
り
、
劉
保

(

後
の
順
帝)

が
皇
太
子
の
位
を

追
わ
れ
た
時
に
は
来
歴
ら
と
共
に
反
対
運
動
を
起
こ
し
て
い
る

(�)
。
ま
た
、�
隲
の
府
に
辟
召
さ
れ
た
人
間
は
、
楊
震
、
朱
寵
、
陳
禅
、

張
皓
が
挙
げ
ら
れ
る
。
将
軍
職
に
あ
っ
た�
隲
が
自
ら
部
下
と
し
て
自
身
の
府
に
呼
び
寄
せ
た
人
材
で
あ
り
、
彼
ら
は�
隲
の
故
吏
に

あ
た
る
が
、
こ
の
中
で�
氏
誅
滅
時
に
辞
任
も
し
く
は
免
官
さ
れ
た
人
間
は
朱
寵
、
陳
禅
の
み
で
あ
り
、
狩
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

処
罰
に
関
す
る
一
定
の
規
則
性
は
確
認
で
き
な
い

(�)
[

狩
野

一
九
九
三：

三
八
二
頁]
。
楊
震
が�
氏
の
故
吏
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
免
官
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さ
れ
た
の
は
延
光
三
年

(

一
二
四)

の
こ
と
で
あ
り
、
安
帝
親
政
期
の
う
ち
三
年
間
は
重
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
延
光
二
年

(

一
二
三)

に
楊
震
が
太
尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
間
楊
震
は
宦
官
ら
の
横
暴
に
つ
い
て
鋭
く
批
判
し
て
い
た

が
、
安
帝
は
数
年
に
わ
た
り
彼
を
処
罰
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
故
吏
に
対
す
る
処
罰
の
不
規
則
性
は
、
な
ぜ
生
じ
た
の
だ

ろ
う
か
。

渡
邉
義
浩
氏
は
楊
氏
な
ど

｢

家
学｣

を
持
つ
官
僚
か
ら
は
そ
れ
を
学
ぶ
門
生
と
い
う
具
体
的
な
人
的
結
合
関
係
が
生
じ
、
時
に
は
皇

帝
権
力
に
対
す
る
支
え
と
な
っ
た
と
す
る

(�)
[

渡
邉
義
浩

一
九
九
五：

一
八
六
〜
一
九
一
頁]

。
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た�
氏
の
故
吏
す
べ
て
が

｢

家
学｣

を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
方
官
が
赴
任
先
に
お
い
て
現
地
の
門
生
と
師
弟
関
係
を
築
い
た
以
上

(�)

、
免
官
時
に
生

じ
る
影
響
は
必
然
的
に
大
き
く
な
り
、�
氏
派
官
僚
の
一
掃
に
は
及
べ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
皇
太
子
廃
嫡
問
題
に
関
し
て
も
、
後
漢
建
国
の
功
臣
一
族
で
あ
る
来
歴
を
筆
頭
に
官
界
か
ら
強
い
非
難
が
起
こ
っ
て
い
た
。

事
の
経
緯
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
宦
官
江
京
、
樊
豊
は
安
帝
の
乳
母
王
聖
ら
と
共
に
皇
太
子
の
廃
位
を
訴
え
、
安
帝
は
公
卿
議
を

開
催
す
る
。
そ
こ
で
当
時
太
僕
で
あ
っ
た
来
歴
は
太
常
の
桓
焉

(�)
、
廷
尉
の
張
皓
と
共
に
皇
太
子
廃
嫡
の
非
を
訴
え
る
が
、
安
帝
は
そ
れ

を
聞
き
入
れ
ず
、
廃
嫡
を
断
行
し
た
。
次
い
で
来
歴
は
十
余
名
の
官
僚

(�)
と
共
に
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
が
、
こ
れ
も
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、

安
帝
の
怒
り
を
畏
れ
た
官
僚
た
ち
は
次
々
と
反
対
運
動
を
や
め
、
唯
一
残
っ
た
来
歴
は
免
官
さ
れ
た
。
一
見
す
る
と
安
帝
の
意
の
ま
ま

に
、
問
題
が
解
決
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
お
い
て
も
李�
や
宦
官
孫
程
ら
が
廃
太
子
の
擁
立
を
謀

り
、
こ
の
う
ち
孫
程
ら
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
が
成
功
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
皇
太
子
廃
位
に
対
す
る
悪
感
情
は
依
然
と
し
て
宮
中
に
存

在
し
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
運
動
に�
氏
派
も
し
く
は
そ
れ
に
近
し
い
人
間
で
あ
っ
た
、�殳
諷
や
桓
焉
が
関
与
し
て
い
た
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こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
安
帝
の
親
政
は
、�
氏
派
官
僚
の
残
留
、
皇
太
子
廃
嫡
に
伴
う
官
僚
の
反
発
と
い
う
点
で
、

不
安
要
素
を
抱
え
て
い
た
。

第
二
節

安
帝
親
政
期
に
お
け
る
士
人
官
僚
の
活
用

こ
う
し
た
中
央
政
界
に
対
し
て
安
帝
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
ま
ず
、
安
帝
が
親
政
に
あ
た
り
招
聘
し
た
人
材
と
し
て
は
、

�
氏
を
批
判
し
免
官
さ
れ
た
、
反�
氏
派
官
僚
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
章
第
一
節
で
言
及
し
た
杜
根
、
成
翊
世
、�
康
は
い
ず
れ
も�

太
后
臨
朝
称
制
期
に
免
ぜ
ら
れ
た
が
、
安
帝
親
政
期
に
入
る
と
官
界
に
呼
び
戻
さ
れ
た
。
杜
根
は
、�
太
后
に
よ
る
長
期
政
権
を
批
判

し
殺
さ
れ
か
け
た
が
、
安
帝
親
政
後
に
侍
御
史
を
拝
し
た
。
成
翊
世
も�
氏
批
判
を
行
い
罪
せ
ら
れ
た
が
、
安
帝
親
政
後
に
尚
書
郎
と

な
っ
た
。�
康
は�
太
后
に
よ
り
属
籍
を
絶
た
れ
て
い
た

(

外
戚
も
含
め
た
宗
室
の
親
属
の
名
籍
か
ら
除
く
こ
と
。[

東

一
九
九
五：

九
九
〜

一
〇
〇
頁])

が
、
安
帝
親
政
後
に
侍
中
を
拝
し
た
。
こ
の
よ
う
に�
太
后
に
よ
り
何
ら
か
の
処
分
が
下
さ
れ
た
官
僚
を
安
帝
が
招
聘
し

た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
い
ま
だ
宮
中
に
残
る�
氏
派
官
僚
に
対
す
る
人
事
で
あ
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

次
に
後
漢
に
お
い
て
政
策
決
定
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
尚
書
台
の
人
事
に
関
し
て
検
討
す
る
。
安
帝
親
政
期
か
ら
閻
太
后
臨
朝

称
制
期
に
か
け
て
の
尚
書
台
は
、
東
氏
の
言
う
貴
戚
に
批
判
的
な
儒
家
官
僚
の
系
譜
を
引
く
地
域

(

潁
川
・
汝
南
・
陳
留
・
沛
な
ど)

出

身
の
人
間

[

東

一
九
九
五：

二
一
五
〜
二
二
〇
頁]

が
目
立
つ
傾
向
に
あ
る

(�)
。
ま
ず
、
安
帝
親
政
期
に
尚
書
の
任
に
つ
い
て
い
た
陳
忠
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
陳
忠
は
沛
国�交
の
人
で
あ
る
。
長
ら
く
尚
書
の
官
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
尚
書
僕
射
に
遷
り
、
安
帝
親
政
期
に
尚

書
令
を
拝
し
た
。
延
光
三
年

(

一
二
四)

司
隷
校
尉
に
遷
り
、
宦
官
、
外
戚
を
弾
劾
し
た
こ
と
で
地
方
に
転
出
さ
れ
そ
う
に
な
る
も
、
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延
光
四
年

(

一
二
五)

に
尚
書
令
に
戻
り
、
そ
の
後
ま
も
な
く
死
去
し
て
い
る
。
延
光
三
年

(

一
二
四)

を
除
き
、
安
帝
親
政
期
の
大
半

を
尚
書
官
僚
と
し
て
過
ご
し
た
人
物
で
あ
る

(�)
。
官
に
あ
る
と
き
は�
氏
の
故
吏
の
朱
寵
、
陳
禅
を
弾
劾
し
た
。
ま
た
、
先
述
し
た
杜
根
、

成
翊
世
ら
を
安
帝
に
推
薦
し
た
の
も
陳
忠
で
あ
り
、
政
治
的
に
反�
氏
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
他
、
陳
忠
は
諸
々
の
尚
書
と
共

に
皇
太
子
廃
位
に
固
く
反
対
し
た
来
歴
を
弾
劾
し
た

(�)
(『

後
漢
書』

列
伝
三
六
陳
忠
列
伝)

。
ま
た
、
安
帝
親
政
期
に
中
央
に
呼
び
戻
さ
れ

た
成
翊
世
は
尚
書
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
、
皇
太
子
廃
位
に
反
対
し
て
官
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
来
歴
を
中
心
と
す
る
皇
太

子
廃
位
反
対
運
動
の
参
加
者
は
、
詳
細
に
名
が
伝
わ
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず

(『

後
漢
書』

列
伝
五
来
歴
伝)

、
こ
の
時
成
翊
世
が
来
歴
ら

と
共
に
行
動
し
た
形
跡
は
な
い
。
陳
忠
が

｢�々
の�
書｣

と
共
に
来
歴
を
弾
劾
し
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
尚
書
台
は
、�
氏

派
官
僚
を
含
む
、
来
歴
ら
の
皇
太
子
廃
位
反
対
運
動
と
協
調
せ
ず
、
反
外
戚

(�
氏)

の
立
場
に
い
る
も
の
も
目
立
っ
た
。
安
帝
親
政

期
の
尚
書
は
反�
氏
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
推
測
で
き

(�)
、
安
帝
が
自
身
で
政
治
を
摂
る
に
あ
た
り
、
自
身
に
有
利
に
な
る
人
材
を
尚
書

台
に
集
め
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。
彼
ら
は
反
外
戚
と
い
う
立
場
か
ら
安
帝
の
外
戚
を
批
判
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
廃
太
子
の
一
件
に
み

え
る
よ
う
に
安
帝
の
決
定
に
は
従
順
で
あ
っ
た
。
安
帝
の
外
戚
を
批
判
す
る
こ
と
は
あ
れ
、
安
帝
親
政
下
で
反�
氏
派
官
僚
を
尚
書
台

に
集
結
さ
せ
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
外
戚
耿
氏
と
提
携
し
た
官
僚
の
う
ち
周
広
、
謝�
、
劉� (�)
は
侍
中
を
拝
し
た
が
、
耿
氏
の
誅
滅
と
共
に
免
官
さ
れ
た
。
な

お
周
広
、
謝�
の
出
身
は
不
明
で
あ
る
が
、
劉�
は
宗
室
で
あ
る
。

閻
氏
と
提
携
し
た
官
僚
は
劉
授
、
馮
石
、
劉
喜
が
挙
げ
ら
れ
る
。
劉
授
は
延
光
元
年

(

一
二
二)

司
空
に
就
き
、
楊
震
の
代
わ
り
に

耿
宝
、
閻
顕
の
選
挙
請
託
を
受
け
た
。
馮
石
は
南
陽
湖
陽
の
人
で
あ
る
。
延
光
三
年

(

一
二
四)

楊
震
に
代
わ
り
太
尉
と
な
り
、
延
光
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四
年

(

一
二
五)

北
郷
侯
の
即
位
、
閻
太
后
の
臨
朝
称
制
と
共
に
太
傅
に
遷
り
、
録
尚
書
事
の
任
も
与
え
ら
れ
た
。
加
え
て
馮
石
の
子

の
馮
世
は
黄
門
侍
郎
、
そ
の
他
の
二
子
は
侍
中
を
拝
し
て
い
る
。
劉
喜
は
東
莱
の
人
で
あ
り
、
延
光
四
年

(

一
二
五)

に
司
徒
か
ら
太

尉
に
遷
っ
て
い
る
。
馮
石
と
同
じ
く
録
尚
書
事
も
付
与
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
者
は
い
ず
れ
も
閻
氏
の
誅
滅
と
共
に
免
官
さ
れ
て
お
り
、

閻
氏
と
提
携
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、
耿
氏
、
閻
氏
と
提
携
し
た
六
人
は
、
出
身
が
明
ら
か
で
な
い
者
も
い
る
が
、
概
ね�
氏
派
官
僚
で
も
な
く
、
反
外
戚
の
傾
向

が
強
い
土
地
出
身
者
で
も
な
い
人
間
が
目
立
つ
。
こ
う
し
た
官
員
や
一
部
の
宗
室
が
、
耿
氏
、
閻
氏
と
提
携
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
次
に
、
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
、
閻
氏
が
ど
の
よ
う
な
人
間
を
招
聘
し
た
か
、
ま
た
尚
書
台
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
考
察
す
る
。第

三
節

閻
太
后
臨
朝
称
制
期
の
官
界
と
尚
書
台

延
光
四
年

(

一
二
五)

三
月
安
帝
が
崩
御
し
、
北
郷
侯
の
即
位
に
伴
い
閻
太
后
が
臨
朝
称
制
を
開
始
し
た
。
そ
の
際
、
閻
顕
が
自
身

の
府
に
辟
召
、
も
し
く
は
閻
太
后
が
中
央
に
呼
び
戻
し
た
人
間
は
、
管
見
の
限
り
崔�爰
、
陳
禅
、
李�
、
来
歴
の
四
名
が
確
認
で
き
る
。

以
下
、
そ
の
略
歴
を
記
す
。

崔�爰
は
度
遼
将
軍�
遵
に
辟
せ
ら
れ
て
ま
も
な
く�
氏
の
誅
滅
と
共
に
免
官
さ
れ
、
後
に
車
騎
将
軍
閻
顕
の
府
に
辟
せ
ら
れ
た
。
陳

禅
は
先
述
の
と
お
り�
隲
の
故
吏
で
あ
り
、�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
左
遷
、
そ
し
て�
氏
誅
滅
時
に
免
官
さ
れ
た
が
、
後
に
車
騎
将
軍

閻
顕
の
府
に
辟
せ
ら
れ
た
。
李�
は
建
光
元
年

(

一
二
一)

に
請
託
に
よ
っ
て
免
ぜ
ら
れ
た

(�)
が
、
北
郷
侯
即
位
後
の
延
光
四
年

(

一
二
五)
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夏
四
月
に
司
空
を
拝
し
た
。
来
歴
は
先
述
の
よ
う
に
廃
太
子
問
題
で
免
官
さ
れ
た
後
、
閻
太
后
に
よ
り
将
作
大
匠
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
閻
氏
に
よ
り
招
聘
さ
れ
た
人
材
が
、
い
ず
れ
も
安
帝
親
政
期
に
免
官
さ
れ
た
人
間
で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
さ
ら
に
、
陳
禅
と
来
歴
、
東
氏
に
従
う
な
ら
ば
李�
も
含
め
た
三
人
が
尚
書
陳
忠
に
よ
り
弾
劾
さ
れ
た
過
去
を
持
つ

(�)

。

で
は
閻
氏
は
な
ぜ
、
安
帝
親
政
期
に
官
界
を
追
わ
れ
た
人
間
を
呼
び
戻
し
た
の
か
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
尚
書
台
と
の
関
係
が
挙
げ

ら
れ
る
。

陳
忠
は
尚
書
令
を
拝
し
て
す
ぐ
死
去
し
、
そ
の
後
任
は
順
帝
擁
立
ク
ー
デ
タ
時
に
尚
書
令
に
就
い
て
い
た
劉
光
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
彼
も
ま
た
、
沛
国
蕭
、
つ
ま
り
外
戚
に
否
定
的
な
儒
家
官
僚
の
多
い
地
域
出
身
で
あ
る
。
ま
た
、
順
帝
擁
立
ク
ー
デ
タ
の
際
、

劉
光
は
尚
書
と
し
て
詔
勅
の
作
成
に
関
わ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
ク
ー
デ
タ
の
帰
趨
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ

[

冨
田

二

〇
〇
〇]

、
彼
の
反
外
戚
意
識
の
表
れ
と
と
る
こ
と
も
で
き
る

(�)
。
こ
の
他
、
尚
書
郭
鎮
は
ク
ー
デ
タ
勃
発
時
、
病
床
に
あ
っ
た
に
も
拘

ら
ず
、
事
が
起
こ
る
や
現
場
に
駆
け
つ
け
、
衛
尉
閻
景
を
切
り
伏
せ
た
。
そ
の
功
績
も
あ
り
、
後
に
尚
書
令
に
昇
進
し
た
。
な
お
、
彼

も
ま
た
外
戚
に
否
定
的
な
儒
家
官
僚
の
多
い
潁
川
の
出
身
で
あ
る
。

以
上
、
安
帝
親
政
期
の
陳
忠
以
降
の
尚
書
令
を
列
挙
す
る
と
、
外
戚
に
否
定
的
な
立
場
を
と
る
者
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

尚
書
郎
成
翊
世
、
尚
書
郭
鎮
の
存
在
を
併
せ
て
考
え
て
も
、
安
帝
親
政
期
か
ら
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
の
尚
書
台
に
は
反
外
戚
の
立
場
の

者
が
目
立
つ

(�)

。
安
帝
親
政
期
に
お
い
て
は
反
外
戚
の
官
僚
を
尚
書
に
集
め
る
こ
と
が
、�
氏
派
官
僚
に
対
抗
す
る
策
と
し
て
意
義
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
陳
忠
が
安
帝
期
の
宦
官
、
外
戚
に
対
し
批
判
を
加
え
た
よ
う
に
彼
ら
は
閻
氏
に
対
し
て
も
否
定
的
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
当
時
の
尚
書
官
僚
は
、
皇
帝
に
忠
実
で
は
あ
っ
て
も
、
外
戚
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
閻
氏
政
権
は
、
反
外
戚
の
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立
場
の
も
の
が
集
ま
る
尚
書
台
を
政
策
立
案
・
審
議
の
補
佐
機
関
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第

二
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
後
漢
代
の
尚
書
は
、
上
奏
文
の
取
捨
選
択
と
上
奏
時
の
意
見
提
出
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
皇
帝
の
幼

少
時
や
臨
朝
称
制
時
に
お
い
て
は
大
量
の
上
奏
を
処
理
す
る
た
め
に
尚
書
台
の
必
要
性
が
増
し
た

[

汪
桂
海

一
九
九
九：

一
六
五
〜
一
六

九
頁]

。
し
か
し
、
閻
氏
政
権
は
尚
書
台
を
反
外
戚
派
官
僚
に
占
め
ら
れ
て
い
た
状
況
か
ら
、
尚
書
台
を
政
策
決
定
の
際
に
十
分
に
活

用
で
き
な
い
点
で
不
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。

以
上
の
よ
う
に
、
政
策
立
案
・
審
議
の
た
め
の
重
要
機
関
で
あ
る
尚
書
台
を
反
外
戚
派
に
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
閻
氏
は
尚

書
の
意
見
提
出
を
政
策
決
定
に
お
い
て
十
分
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
中
央
政
界
に
は
閻
氏
に
不
満
を
持
つ
官
僚
が
多
く
い

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
安
帝
親
政
期
に
閻
氏
は
耿
氏
と
共
に
、
皇
太
子
の
廃
位
に
与
っ
て
い
た

(『

後
漢
書』

列
伝
六
八
宦
者
孫
程
列
伝)
(『
続
漢
書』

五
行
志)

。
こ
れ
は
官
界
か
ら
大
い
に
反
感
を
買
い
、
閻
太
后
臨
朝
称
制
下
で
も
李�

ら
が
密
か
に
順
帝
擁
立
を
謀
っ
て
い
た

(『
後
漢
書』

列
伝
七
二
方
術
李�
列
伝)

。
加
え
て
、
閻
氏
は
名
臣
、
太
尉
楊
震
の
免
官
に
も
関

与
し
て
い
た

(『

後
漢
書』

列
伝
六
八
宦
者
孫
程
列
伝)
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
安
帝
期
に
免
官
に
な
っ
た
官
僚
を
呼
び
戻
す
こ
と
は
、

尚
書
官
僚
に
対
す
る
牽
制
、�
氏
派
官
僚
の
懐
柔
と
い
う
二
重
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
結
局
閻
氏
は�
氏
派
官
僚

と
も
反�
氏
派
官
僚
と
も
提
携
で
き
た
と
は
い
い
難
い
。
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
呼
び
戻
し
た
李�
は
密
か
に
順
帝
擁
立
を
計
画
し
、

陳
禅
も
閻
顕
の
故
吏
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
閻
氏
誅
滅
後
に
何
ら
処
分
を
受
け
な
い
ま
ま
、
順
帝
に
対
し
閻
太
后
と
朝
見
を
絶
つ
べ
し

と
の
意
見
を
奏
上
し
て
い
る

(�)
(『

後
漢
書』

列
伝
五
一
周
挙
列
伝)

。
北
郷
侯
危
篤
に
あ
た
り
新
帝
を
選
出
す
る
際
も
、
閻
顕
は
掾
吏
に
は

相
談
せ
ず
、
た
だ
宦
官
江
京
ら
を
側
に
置
い
た
の
み
で
あ
っ
た

(�)
(『

後
漢
書』
本
紀
一
〇
安
思
閻
皇
后
紀)

。
尚
書
台
を
政
策
決
定
に
十
分
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利
用
し
え
な
か
っ
た
閻
氏
に
と
っ
て
、
上
奏
文
を
裁
可
す
る
段
階
で
側
近
を
求
め
る
こ
と
は
必
然
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を
安
帝
親
政
期

よ
り
提
携
し
て
い
た
宦
官
に
継
続
し
て
担
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
政
策
決
定
に
関
す
る
意
見
提
出
な
ど
で
重
要
な
役
割
を

担
う
尚
書
台
の
活
用
に
問
題
が
あ
っ
た
閻
氏
政
権
に
と
っ
て
、
宦
官
は
意
思
決
定
の
補
佐
の
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
の
ご
と
く
、�
太
后
臨
朝
称
制
期
か
ら
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
ま
で
の
時
期
を
概
観
し
て
き
た
。�
氏
は
益
州
を
中
心
と
し
た
地

方
人
士
と
広
く
提
携
し
、
尚
書
や
外
朝
を
掌
握
し
て
い
た

[

東

一
九
九
五：

一
九
七
〜
二
一
四
頁]

。�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
宦
官
の
勢

力
が
拡
大
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
永
初
四
年

(

一
一
〇)

の
新
野
君
の
死
去
以
降
、
官
に
就
い
た�
氏
も
い
た
。
特
に
領
袖
で

あ
る�
隲
は
、
重
大
な
議
題
が
あ
る
際
に
は
朝
議
に
参
加
し
て
お
り
、
註

(

43)

で
挙
げ
た
任
尚
の
例
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、�
隲
の

影
響
力
は
彼
が
官
を
退
い
た
後
も
継
続
し
て
い
た
。�
太
后
が
宦
官
を
身
近
に
い
た
相
談
役
と
し
て
扱
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
が
、�
氏
の
宦
官
に
対
す
る
比
重
は
以
降
の
閻
氏
、
梁
氏
の
臨
朝
称
制
ほ
ど
は
重
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、�
太
后

臨
朝
称
制
期
に
は
宦
官
の
選
挙
請
託
も
確
認
で
き
な
い
。

宦
官
を
側
近
と
し
て
必
要
と
し
て
い
た
の
は�
太
后
臨
朝
称
制
期
よ
り
も
む
し
ろ
安
帝
親
政
期
か
ら
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
か
け
て

で
あ
っ
た
。
安
帝
親
政
期
の
複
数
の
外
戚
お
よ
び
政
敵
の
存
在
、
政
情
不
安
定
、
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
の
尚
書
、
儒
家
官
僚
と
の
提
携

の
困
難
さ
が
外
戚
と
宦
官
の
提
携
を
生
ん
だ
土
台
で
あ
っ
た
。

以
降
順
帝
期
、
梁
太
后
臨
朝
称
制
期
に
お
い
て
宦
官
と
外
戚
の
提
携
が
活
発
に
な
る
が
、
両
者
の
接
近
が
安
帝
親
政
期
か
ら
閻
太
后

後
漢
安
帝
期
に
お
け
る
宮
廷
勢
力
の
変
容
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臨
朝
称
制
期
に
始
ま
る
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
外
戚
大
将
軍
が
外
征
に
関
与
せ
ず
純
然
た
る
中
朝
将
軍
化
す
る
の
が
安
帝
親
政
期

に
始
ま
る
点

[

廖
伯
源

一
九
九
八：

二
三
六
頁]

に
お
い
て
も
、
本
稿
で
指
摘
し
た
安
帝
親
政
期
お
よ
び
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
が
後
漢
政

治
史
に
お
い
て
重
要
な
転
換
期
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

東

洋

学

報

第
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八
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二
七
四

【

参
考
文
献
】

[

日
本
語
文
献]

著
者
五
十
音
順

上
谷
浩
一

一
九
九
五

｢『

清
流
派』

の
系
譜

後
漢
時
代
中
期
の
地

方
行
政
刷
新
と
そ
の
ブ
レ
ー
ン

｣
『

古
代
文
化』

四
七
―
一
、
一

〜
一
三
頁
。

岡
安
勇

一
九
九
四

｢

後
漢
に
お
け
る
豪
族
の
勢
力
形
成
と
そ
の
展
開

と
く
に
鉅
鹿
お
よ
び
そ
の
他
の
耿
氏
に
つ
い
て

｣
『

法
政
史

学』

四
六
、
一
九
〜
三
二
頁
。

狩
野
直
禎

一
九
九
三

『

後
漢
政
治
史
の
研
究』

、
同
朋
舎
出
版
。

鎌
田
重
雄

一
九
五
三

｢

漢
代
の
門
生
・
故
吏｣

『

東
方
学』
七
、
二
五

〜
三
八
頁
。

小
林
聡

一
九
九
三

｢

後
漢
の
少
数
民
族
政
策
に
つ
い
て｣

川
勝
守
編

『

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
産
と
流
通
の
歴
史
社
会
学
的
研
究』

、
中
国
書

店
、
九
七
〜
一
三
八
頁
。

佐
藤
達
郎

二
〇
〇
三

｢

胡
広

『

漢
官
解
詁』

の
編
纂

そ
の
経
緯

と
構
想

｣
『

史
林』

八
六
―
四
、
九
五
〜
一
一
二
頁
。

冨
田
健
之

一
九
八
三

｢

漢
代
に
お
け
る

｢

黄
門｣

の
官
を
め
ぐ
っ
て

黄
門
侍
郎
と
宦
官
小
黄
門
を
中
心
に

｣
『

九
州
大
学
東
洋
史

論
集』

一
二
、
二
九
〜
四
九
頁
。

冨
田
健
之

二
〇
〇
〇

｢

後
漢
前
半
期
に
お
け
る
皇
帝
支
配
と
尚
書
体

制｣
『

東
洋
学
報』

八
一
―
四
、
一
〜
三
一
頁
。

冨
田
健
之

二
〇
〇
一

｢

後
漢
後
半
期
の
政
局
と
尚
書
体
制

｢

省

尚
書
事｣

を
め
ぐ
っ
て

｣
『

九
州
大
学
東
洋
史
論
集』

二
九
、
一

〜
二
八
頁
。

西
川
利
文

一
九
九
八

｢

胡
広
伝
覚
書

党
錮
事
件
理
解
の
前
提
と

し
て

｣
『

文
学
部
論
集

(

佛
教
大
学)』

八
二
、
一
〜
一
七
頁
。

東
晋
次

一
九
九
五

『

後
漢
時
代
の
政
治
と
社
会』

、
名
古
屋
大
学
出
版

会
。

福
井
重
雅

一
九
八
八

『

漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
研
究』

、
創
文
社
。

渡
邉
将
智

二
〇
一
二

｢

後
漢
安
帝
の
親
政
と
外
戚
輔
政｣

『

東
洋
学
報』
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二
七
五

九
三
―
四
、
一
〜
三
〇
頁
。

渡
邉
将
智

二
〇
一
四

『

後
漢
政
治
制
度
の
研
究』

、
早
稲
田
大
学
出
版

部
。

渡
邉
義
浩

一
九
九
五

『

後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教』

、
雄
山
閣
出
版
。

[

中
国
語
文
献]
著
者
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順

(

ピ
ン
イ
ン)

労�
一
九
四
八

｢

論
漢
代
的
内
朝
与
外
朝｣

『

中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
集
刊』

一
三
、
二
二
七
〜
二
六
七
頁
。

李
学
銘

二
〇
一
三

『

東
漢
史
事
述
論
叢
稿』

、
萬
巻
楼
図
書
股�
有
限

公
司
。

廖
伯
源

一
九
九
八

『

歴
史
与
制
度

漢
代
政
治
制
度
試
釈

』

、

台
湾
商
務
印
書
館
股�
有
限
公
司
。

�
義
田

二
〇
一
一

『

治
国
安
邦

法
制
、
行
政
与
軍
事

』

、
中

華
書
局
。

汪
桂
海

一
九
九
九

『

漢
代
官
文
書
制
度』

、
広
西
教
育
出
版
社
。

註

(

１)

順
帝
擁
立
ク
ー
デ
タ
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
狩
野
直
禎
氏
が
詳

細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る

[

狩
野

一
九
九
三：

四
一
九
〜
四
四
六

頁]

。

(

２)

安
帝
の
実
母
で
あ
る
左
姫
は
既
に
死
去
し
て
お
り
、
そ
の
一
族

で
あ
る
左
氏
は
清
河
王
家
で
任
官
さ
れ
た
も
の
の
、
中
央
に
は
進
出

し
て
い
な
い

(『

後
漢
書』

列
伝
四
五
章
帝
八
王
清
河
王
列
伝)

。
耿

氏
の
優
越
に
関
し
て
は
、
後
漢
に
お
け
る
嫡
母
の
優
位
の
他
、
左
姫

の
父
が
罪
を
得
て
お
り
、
左
姫
自
身
が
官
婢
の
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
、

左
姫
自
身
が
す
で
に
死
去
し
て
い
た
な
ど
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(

３)

こ
の
他
後
漢
に
は
、
建
国
の
功
臣
で
あ
る
耿
純
を
祖
に
持
つ
冀

州
鉅
鹿
の
耿
氏
が
い
る
が
、
も
と
も
と
両
者
は
同
宗
で
あ
る
こ
と
が

岡
安
勇
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る

[

岡
安

一
九
九
四]

。

(

４)

こ
の
ほ
か
の
六
家
は
、
郭
氏
、
陰
氏
、
馬
氏
、�
氏
、
竇
氏
、

梁
氏
で
あ
る
。
な
お
殤
帝
期
、
安
帝
期
に
臨
朝
称
制
を
行
っ
た�
太

后
も
七
家
の
出
身
で
あ
っ
た
。

(

５)

耿
氏
を
含
む
功
臣
の
政
治
的
位
置
、
特
に
辺
境
官
僚
と
し
て
の

活
躍
に
関
し
て
は
小
林
聡
氏
が
詳
し
く
検
討
し
て
い
る

[

小
林

一

九
九
三]

。

(

６)

特
に
耿
宝
の
場
合
は
清
河
王
家
時
代
の
皇
帝
嫡
母
の
兄
と
い
う

立
場
で
、
皇
帝
親
政
期
に
大
将
軍
位
に
就
い
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

渡
邉
義
浩
氏
は
耿
宝
の
大
将
軍
位
就
任
に
関
し
て
、
皇
太
后
権
を
淵

源
と
す
る
そ
れ
ま
で
の
外
戚
と
違
い
、
皇
帝
権
力
を
淵
源
と
し
た
と

し
て
い
る

[

渡
邉
義
浩

一
九
九
五：

二
九
〇
〜
二
九
一
頁]

。
ま
た
、

渡
邉
将
智
氏
は
、
安
帝
が
自
身
の
存
命
中
に
外
戚
の
耿
宝
に

｢

輔
政｣

を
委
ね
た
こ
と
に
関
し
、｢

章
帝
の
統
治
方
針｣

を
発
展
的
に
継
承

���������������
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し
た
た
め
と
考
え
る

[

渡
邉
将
智

二
〇
一
二]

。
い
ず
れ
に
し
て
も

そ
れ
ま
で
の
大
将
軍
と
異
な
り
、
皇
帝
親
政
中
に
就
任
し
た
点
は
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。

(

７)

特
に
安
帝
親
政
期
く
ら
い
か
ら
の
大
将
軍
は
外
征
に
関
与
せ
ず
、

中
央
に
お
い
て
朝
政
に
関
わ
り
、
純
然
た
る
中
朝
将
軍
化
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る

[
廖
伯
源

一
九
九
八：

二
三
六
頁]

。
こ
の
時
の
耿

宝
は
名
実
と
も
に
官
界
の
最
上
層
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

８)

耿
宝
の
子
の
耿
箕
が
侍
中
と
な
っ
た
の
は
順
帝
即
位
後
で
あ
る
。

安
帝
期
に
耿
宝
の
弟
の
子
が
侍
中
に
就
い
た
の
に
対
し
、
耿
氏
領
袖

で
あ
る
耿
宝
の
子
が
無
官
で
あ
っ
た
の
は
や
や
不
自
然
で
あ
る
。
耿

箕
も
安
帝
期
に
何
ら
か
の
官
に
就
い
て
い
た
可
能
性
は
高
い
が
、
史

料
中
に
見
い
だ
せ
な
い
た
め
、
保
留
と
す
る
。

(

９)

渡
邉
義
浩
氏
も
後
漢
時
代
の
皇
后
が
再
生
産
性
を
持
つ
こ
と
、

す
な
わ
ち
特
定
の
家
か
ら
繰
り
返
し
皇
后
が
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る

[

渡
邉
義
浩

一
九
九
五：

二
七
八
〜
二
八
六
頁]

。
(

10)

閻
顕
も
大
鴻
臚
に
遷
る
ま
で
は
、
大
鴻
臚
以
外
の
九
卿
ま
た
は

五
校
尉
の
い
ず
れ
か
の
官
に
就
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

11)

た
だ
し
黄
門
侍
郎
に
就
任
し
た
閻
氏
の
諸
子
は
延
光
元
年

(

一

二
二)

の
頃
で
十
歳
前
後
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
皇
帝
の
側
近
と
し

て
の
機
能
を
期
待
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
理
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る

[

冨
田

一
九
八
三]

。
黄
門
侍
郎
は
文
書
伝
達
を
担
当
す
る
官

で
あ
り
、
顧
問
応
対
的
な
機
能
に
関
し
て
は

『

続
漢
書』

百
官
志
に

明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
皇
帝
な
い
し
皇
太
后
の
身
辺

に
文
書
を
伝
達
す
る
と
い
っ
た
機
能
上
、
皇
帝
の
諮
問
に
応
え
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
。

(

12)
『

後
漢
書』

列
伝
三
三
朱
穆
列
伝

｢

乃
上
疏
曰

｢

案�
故
事
、

中
常
侍
參�
士
人
。
建
武
以
後
、
乃
悉
用
宦�
…
…｣

。
帝
不�
。

後
穆
因�
見
、
口
復
陳
曰

｢

臣
聞�
家
舊
典
、
置
侍
中
・
中
常
侍
各

一
人
、
省�
書
事
、�
門
侍�
一
人
、
傳
發
書
奏
、
皆
用
姓
族
。
自

和
熹
太
后
以
女
主
稱
制
、
不
接
公�
、
乃
以
閹
人
爲
常
侍
・
小�
門
、

�
命
兩
宮
。
自
此
以
來
、
權
傾
人
主
、
窮
困
天
下
。
宜
皆
罷�
、�

�
耆
儒
宿�
、
與
參
政
事｣

。

(

13)
『

後
漢
書』

列
伝
六
八
宦
者
列
伝
序

｢

自
明
帝
以
後
、�
乎
延

�
、
委
用
漸
大
、
而
其
員
稍�
、
中
常
侍
至
有
十
人
、
小�
門
二
十

人
、
改
以
金�
右
貂
、�
領��
之
職
。�
后
以
女
主
臨
政
、
而
萬

機
殷�
、
朝
臣
國
議
、
無
由
參
斷
帷
幄
、
稱
制
下
令
、
不
出��
之

�
、
不
得
不
委
用
刑
人
、
寄
之
國
命
。
手
握
王�
、
口
含
天�
、
非

復
掖
廷
永
巷
之
職
、
閨��
闥
之
任
也｣

。

(

14)

尚
書
と
故
事
の
関
連
に
関
し
て
は�
義
田
氏
が
論
究
し
て
い
る

[�
義
田

二
〇
一
一：

三
八
〇
〜
四
一
二
頁]

。

(
15)

『

後
漢
書』

列
伝
二
三
周
章
列
伝

｢

永
初
元
年
、
代
魏
霸
爲
太

常
。
其
冬
、
代
尹�
爲
司
空
。
是
時
中
常
侍��
・
蔡
倫
等
皆
秉�
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豫
政
、
章
數�
直
言
。
初
、
和
帝
崩
、�
太
后
以
皇
子�
有
痼
疾
不

可
奉
承
宗
廟
、
貪
殤
帝
孩
抱
、
養
爲
己
子
、
故
立
之
、
以�
爲�
原

王
。
及
殤
帝
崩
、
羣
臣
以�
疾
非
痼
、
意
咸
歸
之
、
太
后
以
前�
不

立
、
恐
後
爲
怨
、
乃
立
和
帝
兄�
河
孝
王
子�
、
是
爲
安
帝
。
章
以

�
心
不
附
、�
密
謀
閉
宮
門
、
誅
車
騎
將
軍��
兄
弟
及��
・
蔡

倫
、
劫�
書
、
廢
太
后
於
南
宮
、
封
帝
爲�
國
王
、
而
立�
原
王�｣
。

(

16)
『

後
漢
書』

列
伝
四
七
杜
根
列
伝

｢

永
初
元
年
、
舉
孝�
、
爲

�
中
。
時
和
熹�
后
臨
朝
、
權
在
外
戚
。
根
以
安
帝
年
長
、
宜
親
政

事
、
乃
與
同
時�
上
書
直
諫｣
。

(

17)
『

後
漢
書』

列
伝
四
七
杜
根
列
伝

｢

初
、�
原
郡
吏
成
翊
世
亦

諫
太
后
歸
政
、
坐
抵
罪
、
與
根��
、
擢
爲�
書�
、
竝
見�
用｣

。

(

18)
『

後
漢
書』

列
伝
六�
康
列
伝

｢

康
以
太
后
、
久
臨
朝
政
、
宗

門
盛
滿
、
數
上
書
長
樂
宮
諫
爭
、
宜
崇
公
室
、
自
損
私
權
、
言
甚
切

至
。
太
后
不
從
。
康
心
懷
畏
懼
、
永
寧
元
年
、�
謝
病
不
朝｣

。
(

19)

女
主
称
制
と
い
う
状
況
下
か
ら
宦
官
の
利
用
が
容
認
さ
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
が
、
同
じ
く
臨
朝
称
制
し
た
順
帝
梁
皇
后
が

｢
太

后
又
た
宦
官
に�
れ
、
封
寵
す
る�
多
し
、
此
れ
を
以
て
天
下
失�

す｣
(『

後
漢
書』

本
紀
一
〇
順
烈
梁
皇
后
紀

｢

太
后
又�
於
宦
官
、

多�
封
寵
、
以
此
天
下
失�｣)
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
主

称
制
で
あ
っ
て
も
任
用
次
第
で
宦
官
批
判
は
発
生
す
る
。�
太
后
臨

朝
称
制
期
に
お
い
て
、
宦
官
任
用
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
上
奏
文
が

ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
こ
の
時
期
の
宦
官
利

用
が
加
速
度
的
に
進
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
周
章
は
権

力
奪
取
の
一
環
と
し
て
、
中
枢
に
あ
っ
た�
衆
、
蔡
倫
を
排
除
し
よ

う
と
し
て
い
た
が
、
文
書
伝
達
な
ど
を
中
心
と
し
た
宦
官
任
用
そ
の

も
の
に
不
満
が
あ
っ
た
と
は
史
料
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。

(

20)
『

後
漢
書』

列
伝
六�
隲
列
伝

｢

其
有
大
議
、
乃
詣
朝
堂
、
與

公�
參
謀｣

。

(

21)

黄
門
侍
郎
は
禁
中
へ
の
出
入
は
許
さ
れ
て
い
た
が
、
皇
帝
が
長

楽
宮
、
長
秋
宮
に
滞
在
す
る
時
に
は
宦
官
専
任
の
小
黄
門
が
文
書
伝

達
を
行
っ
て
い
た

[

渡
邉
将
智

二
〇
一
四：

二
二
二
頁]

。
皇
太
后

の
居
所
で
あ
る
長
楽
宮
に
出
入
で
き
な
か
っ
た
と
な
る
と
、
黄
門
侍

郎
の
権
限
は
限
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
臨
朝
称
制
時
に
も
そ
の
原
則

が
守
ら
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
太
后
が
士
人
を
引
見
し
た
回
数
が
、
章
帝
以
降
の
皇
帝
親
政
期
の

事
例
と
比
し
て
も
大
差
な
い
こ
と
、
臨
朝
称
制
期
に
士
人
官
僚
で
あ

る
張
禹
を

｢

禁�
に
居
ら
し
め｣

て
い
た

(『

後
漢
書』

列
伝
三
四

張
禹
列
伝)

こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
黄
門
侍
郎
の
長
楽
宮
出
入

は
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。

(
22)

こ
の
他
、�
隲
の
子
で
あ
る�
鳳
も
永
初
四
年

(

一
一
〇)

以

降
、
侍
中
を
拝
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。｢

侍
中｣�
鳳
は

｢�
中｣
馬
融
を
尚
書
に
推
薦
し
た
が
、
元
初
四
年

(

一
一
五)

に

｢

廣

���������������
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二
七
八

成
頌｣

を
作
成
し
た
こ
と
で
馬
融
は�
氏
の
不
興
を
買
う
。
馬
融
は

結
局
こ
の
時
尚
書
に
昇
進
し
な
か
っ
た
が
、
昇
進
の
取
り
消
し
と

｢

廣
成
頌｣

作
成
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
元

初
四
年

(
一
一
五)

ご
ろ
、�
鳳
は
な
お
侍
中
職
に
あ
っ
た
と
推
測

で
き
る
。

(

23)

な
お
、
決
裁
に
あ
た
り
宦
官
が�
太
后
に
意
見
し
た
可
能
性
は

考
え
う
る
の
で
あ
る
が
、�
太
后
と�
隲
ら
の
関
係
は
良
好
で
あ
り
、

�
隲
は
し
ば
し
ば
宮
中
に
出
入
し
て
い
た
。�
氏
が
宦
官
を
利
用
し

て
ま
で
、�
太
后
の
意
思
決
定
に
関
与
す
る
必
要
性
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

(

24)

李
閏
は
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
お
い
て
も
権
勢
を
ふ
る
っ
た
が
、

順
帝
擁
立
ク
ー
デ
タ
の
際
、
力
ず
く
に
孫
程
ら
の
仲
間
に
引
き
入
れ

ら
れ
、
結
果
的
に
一
命
を
取
り
留
め
た
。
樊
豊
は
安
帝
崩
御
の
際
、

大
将
軍
耿
宝
ら
の
一
派
と
し
て
誅
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
安
帝
親
政

開
始
に
あ
た
り
、
江
京
、
樊
豊
が
別
の
官
よ
り

｢

中
常
侍
に�｣
っ

た
の
に
対
し
、
樊
豊
は

｢

中
常
侍｣

と
の
み
記
さ
れ
、
前
任
の
官
は

不
明
で
あ
る

(『

後
漢
書』

列
伝
六
八
宦
者
孫
程
列
伝)

。�
太
后
臨

朝
称
制
期
か
ら
中
常
侍
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か

し
、
中
常
侍
が
朝
政
に
与
り
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

�
氏
一
派
の
誅
滅
に
樊
豊
が
ま
き
こ
ま
れ
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

�
太
后
臨
朝
称
制
期
に
お
け
る
中
常
侍
の
権
勢
を
疑
問
視
す
る
材
料

に
も
な
り
え
る
が
、
現
存
の
史
料
か
ら
は
樊
豊
が�
太
后
の
時
代
か

ら
中
常
侍
に
就
い
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
可
能
性

の
提
示
に
留
め
て
お
く
。

(

25)

両
者
と
も

『

後
漢
書』

本
紀
六
順
帝
紀
で
は

｢

中
常
侍｣

と
記

さ
れ
る
。
順
帝
擁
立
ク
ー
デ
タ
時
の
詔
勅
に
は
そ
れ
ぞ
れ｢�
門
令｣

、

｢

鉤
盾
令｣

と
記
さ
れ
る
が
、
当
該
期
に
は
中
常
侍
に
遷
っ
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。

(

26)

両
名
と
も
安
帝
崩
御
の
際
、
大
将
軍
耿
宝
の
一
派
と
し
て
誅
さ

れ
て
い
る
。

(

27)

安
帝
親
政
期
に
在
留
し
た�
氏
派
官
僚
は
、
史
書
に
現
れ
る
限

り
で
は
数
名
だ
が
、
そ
の
門
生
・
故
吏
を
含
め
る
と
相
当
な
数
に
の

ぼ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

(

28)

安
易
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
じ
く
複
数
の
外

戚
が
存
在
し
て
い
た
前
漢
元
帝
期
に
も
外
戚
史
氏
、
許
氏
が
宦
官
石

顕
と
結
託
し
て
領
尚
書
事
蕭
望
之
を
失
脚
さ
せ
た
事
例
が
あ
る

(『

漢
書』

巻
三
六
劉
向
伝)

。
ま
た
、
元
帝
の
外
戚
で
あ
る
史
高
に

関
し
て

｢

而
る
に
舉
ぐ
る�
私
門
の
賓
客
、
乳
母
の
子
弟
に�
ぎ

ず｣

と
記
さ
れ
て
い
る

(『

漢
書』

巻
八
一
匡
衡
伝

｢

而�
舉
不�

私
門
賓
客
、
乳
母
子
弟｣)

こ
と
か
ら
、
前
漢
元
帝
期
に
も
外
戚
と

乳
母
の
政
治
的
結
合
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

29)
こ
の
他
、
楊
震
の
処
罰
の
際
に
、
耿
氏
は
中
常
侍
樊
豊
、
江
京
、

���������������
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二
七
九

乳
母
王
聖
と
共
に
讒
言
を
行
っ
た
と
さ
れ
る

(『

続
漢
書』

五
行
志)

。

(
30)

た
だ
し
、
羊
浸
は�
隲
に
推
薦
さ
れ
て
以
降
の
記
述
が
管
見
の

限
り
み
あ
た
ら
ず
、�
氏
誅
滅
時
も
処
分
を
受
け
た
の
か
否
か
判
然

と
し
な
い
。

(

31)

な
お
、
皇
太
子
廃
位
反
対
運
動
の
際
の�殳
諷
は
光
禄
勲
に
就
い

て
い
た
。

(

32)

一
方
桓
帝
期
頃
に
は
故
吏
へ
の
処
罰
が
甚
だ
し
く
な
る
。
辟
召

に
関
し
て
は
福
井
重
雅
氏

[
福
井

一
九
八
八：

四
一
三
〜
四
三
四

頁]

、
故
吏
に
関
し
て
は
鎌
田
重
雄
氏

[

鎌
田

一
九
五
三]

に
専
論

が
あ
る
。

(

33)

渡
邉
義
浩
氏
は
太
尉
楊
震
碑
の
建
立
に
関
わ
っ
た
者
だ
け
で
も
、

司
隷
の
す
べ
て
の
属
部
、
お
よ
び
豫
州
、
冀
州
の
ほ
と
ん
ど
の
属
部

に
広
が
り
、
さ
ら
に
遠
く
益
州
や
涼
州
出
身
の
門
生
も
含
ん
で
、
一

八
〇
名
も
存
在
す
る
こ
と
を
読
み
取
り
う
る
と
指
摘
す
る

[

渡
邉
義

浩

一
九
九
五：

一
三
五
〜
一
三
七
頁]

。

(

34)�
隲
の
府
に
辟
召
さ
れ
、�
氏
誅
滅
時
に
免
官
さ
れ
な
か
っ
た

官
僚
の
う
ち
楊
震
は

｢

家
学｣

を
持
つ
こ
と
に
加
え
て
東
莱
太
守
を

経
験
し
て
お
り
、
張
皓
も
彭
城
の
相
を
経
て
い
る
。�
氏
誅
滅
後
に

免
官
さ
れ
た
陳
禅
は
漢
中
太
守
を
経
験
し
て
い
る
が
、
彼
の
場
合�

太
后
臨
朝
称
制
期
に
す
で
に
尚
書
陳
忠
の
弾
劾
を
受
け
て
左
遷
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

35)

太
子
少
傅
の
任
に
就
い
て
い
た
。
桓
焉
の
父
親
の
桓
郁
は
楊
震
、

朱
寵
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、�
氏
派
官
僚
と
も
近
し
い
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

(

36)�殳
諷

(

光
禄
勲)

、
劉�(

宗
正)

、
薛
皓

(

将
作
大
匠)

、
閭

丘
弘
、
陳
光
、
趙
代
、
施
延

(

侍
中)

、
朱�長
、
第
五
頡

(

太
中
大

夫)

、
曹
成

(

中
散
大
夫)

、
李
尤

(

諫
議
大
夫)

、
張
敬

(

符
節
令)

、

�
調

(

持
書
侍
御
史)

、
孔
顕

(

羽
林
右
監)

、
徐
崇

(

城
門
司
馬)

、

楽�(
衛
尉
守
丞)

、�
安
世

(

長
楽
・
未
央
廐
令)

が
挙
げ
ら
れ

る
。(

)

内
は
官
職
を
表
す
。

(

37)

上
谷
氏
は
こ
う
し
た
反�
氏
派
官
僚
を
、�
氏
の
持
つ

｢

二
面

性｣

に
よ
り

｢

刷
新
派｣

か
ら
分
裂
し
た
一
派
で
あ
る
と
位
置
づ
け

て
い
る

[

上
谷

一
九
九
五]

。

(

38)

陳
忠
が
尚
書
僕
射
、
尚
書
令
に
遷
っ
た
正
確
な
時
期
は
、
史
料

の
関
係
上
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

(

39)

な
お
、
来
歴
は
楊
震
の
失
脚
、
自
殺
に
も
同
情
的
で
あ
っ
た

(『

後
漢
書』

列
伝
五
来
歴
列
伝)

。

(

40)

安
帝
親
政
期
に
お
い
て
確
実
に
尚
書
官
僚
で
あ
っ
た
と
特
定
で

き
る
の
は
、
管
見
の
限
り
尚
書

(

尚
書
僕
射
・
尚
書
令)

陳
忠
、
尚

書
侍
郎
冷
宏

(『

後
漢
紀』

永
寧
二
年
条
に
は

｢

岑
宏｣

と
あ
る)

、

尚
書��甫
、
尚
書
郭
鎮
、
尚
書
郎

(

尚
書
僕
射)

胡
広
、
尚
書
郎
張

衡
、
尚
書
郎
成
翊
世
、
尚
書
郎
周
興
の
八
名
で
あ
る
。

���������������
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二
八
〇

こ
の
う
ち
陳
忠
が
反
外
戚
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
成
翊

世
、
周
興
は
陳
忠
が
推
薦
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、��甫
は
安
帝

の
外
戚
で
あ
る
耿
氏
、
閻
氏
に
批
判
的
で
あ
っ
た

(『

後
漢
書』

列

伝
三
八��甫
伝)

。
な
お
、
尚
書
郭
鎮
は
後
述
す
る
順
帝
擁
立
ク
ー

デ
タ
に
お
け
る
働
き
か
ら
も
反
閻
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
記
述
に
乏
し
く
、
反�
氏
で
あ
っ
た
か
否

か
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
張
衡
は
大
将
軍�
隲
の
辟
召
を

複
数
回
断
っ
て
お
り

(『
後
漢
書』

列
伝
四
九
張
衡
伝)

、
反�
氏
の

傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
延
光
二
年

(

一
二
三)

暦
の
問
題
が
起
こ
る
に
際
し
て
、
陳
忠
が
張
衡
、
周
興
に
賛
同
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
反�
氏
派
で
あ
る
陳
忠
と
敵
対
は
し

て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る

(『

続
漢
書』
律
暦
志)

。
ま
た
、
張

衡
は
順
帝
期
に
孫
程
ら
宦
官
、
更
に
は
梁
商
、
梁
冀
ら
外
戚
へ
の
過

度
の
寵
遇
を
諫
め
て
上
疏
を
す
る
が
、
彼
は
こ
う
し
た
政
治
秩
序
の

乱
れ
と
陵
遅
へ
の
危
機
感
か
ら

『

周
官
解
説』

を
構
想
、
執
筆
し
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

[

佐
藤

二
〇
〇
三]

。
反
外
戚
、
反
宦
官
の
立

場
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
冷
宏
に
関
し
て
は
史
書
に

一
箇
所
し
か
現
れ
な
い
た
め
、
彼
の
思
想
、
立
場
は
不
明
で
あ
る
。

胡
広
に
関
し
て
は
、
こ
の
後
、
桓
帝
期
に
は
梁
冀
と
近
し
か
っ
た
傾

向
も
あ
る
が
、
質
帝
崩
御
後
の
新
帝
冊
立
に
際
し
、
胡
広
は
清
流
派

官
僚
で
あ
る
李
固
に
当
初
同
調
し
て
い
た

(『

後
漢
書』

列
伝
五
三

李
固
列
伝)

。
胡
広
が
外
戚
に
接
近
す
る
の
は
む
し
ろ
桓
帝
冊
立
以

降
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
西
川
利
文
氏
は
胡
広
と
梁

冀
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
当
時
の
中
央
官
僚
の
ほ
と
ん
ど
が
梁
冀
と

何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
梁
冀
誅
滅
時
の
胡
広
の
免
官
は
梁

冀
へ
の
阿
附
が
原
因
で
は
な
く
、
ま
た
胡
広
が
、
三
公
就
任
以
前
に

は
政
治
的
信
念
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る

[

西
川

一
九
九
八]

。

こ
の
他
、
安
帝
親
政
開
始
直
後
の
尚
書
令�殳
諷
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
彼
は
少
な
く
と
も
延
光
三
年

(

一
二
四)

に
は
光
禄
勲

と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
安
帝
親
政
期
に
尚
書
と
し
て
の
活
動
が
み
ら

れ
な
い
た
め
、
八
人
の
中
に
は
数
え
な
か
っ
た
。
尚
書
孟
布
も
同
様

の
理
由
で
安
帝
親
政
期
の
尚
書
に
数
え
て
い
な
い
。

(

41)

渡
邉
将
智
氏
は
尚
書
台
に
つ
い
て
、
政
策
案
を
専
門
的
に
作
成
・

審
議
す
る
機
関
で
は
な
く
、
む
し
ろ
文
書
伝
達
の
中
核
機
関
と
い
う

べ
き
官
署
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る

[

渡
邉
将
智

二
〇
一
四：

一
八

三
〜
一
八
五
、
二
三
四
〜
二
三
八
頁]

。
し
か
し
、
順
帝
が
尚
書
に

意
見
を
求
め
る
事
例

(『

後
漢
書』

列
伝
四
八
虞��
伝)

な
ど
、
後

漢
に
は
尚
書
台
が
政
策
決
定
に
寄
与
す
る
例
は
多
く
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
筆
者
は
や
は
り
意
思
決
定
に
寄
与
し
て
い
た
も
の
と
し
て
考

え
る
。

(

42)
『

後
漢
書』

本
紀
一
〇
安
思
閻
皇
后
紀
に
は
安
帝
乳
母
、
王
聖

���������������
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松
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二
八
一

の
娘
は
王
永
、
王
永
の
夫
の
名
前
は
樊
厳
で
あ
り
黄
門
侍
郎
に
就
い

て
い
た
と
さ
れ
る
。

(

43)
建
光
元
年

(

一
二
一)

が�
氏
誅
滅
の
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、�
氏
と
の
関
係
性
ゆ
え
に
免
ぜ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
李

�
は�
隲
の
府
に
辟
せ
ら
れ
た
官
僚
で
は
な
い
が
、�
隲
に
よ
り
朝

廷
に
推
薦
さ
れ
て
お
り
、
任
尚
の
処
分
に
関
し
て�
隲
の
意
を
受
け

た
行
動
を
と
っ
て
い
る

(『

後
漢
書』

列
伝
二
九
劉�
列
伝)

。
こ
こ

か
ら
考
え
て
も
、
李�
が�
隲
に
近
し
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

(

44)

陳
禅
は
永
寧
元
年

(

一
二
〇)
安
帝
が
西
南
夷
の
音
楽
と
曲
芸

を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
批
判
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
尚
書
陳
忠
の
弾
劾

を
受
け
、
左
遷
さ
れ
た

(『

後
漢
書』

列
伝
四
一
陳
禅
列
伝)

。
李�

は
前
註
で
挙
げ
た
、
任
尚
の
処
分
に
関
す
る
動
向
で
尚
書
の
譴
咎
を

受
け
た
が
、
こ
の
時
陳
忠
は
尚
書
で
あ
っ
た
。
陳
忠
の
政
治
的
立
場

に
鑑
み
る
に
、
こ
の
時
の
譴
責
に
彼
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
高

い
。
来
歴
が
陳
忠
に
よ
る
弾
劾
を
受
け
た
こ
と
は
、
先
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
。

(

45)

ク
ー
デ
タ
と
い
う
非
常
事
態
に
あ
っ
て
劉
光
が
武
器
を
持
っ
た

宦
官
ら
に
脅
さ
れ
や
む
な
く
順
帝
に
協
力
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
し
か
し
、
順
帝
即
位
後
、
劉
光
は
太
常
と
い
う
九
卿
の
一
つ

に
就
き
、
永
建
二
年

(

一
二
七)

に
は
太
常
か
ら
太
尉
、
録
尚
書
事

に
遷
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
劉
光
が
閻
氏
に
協
力
的

で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
孫
程
ら
に
脅
さ
れ
、
ク
ー
デ
タ
に

協
力
し
た
李
閏
が
順
帝
即
位
後
優
遇
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
は
対
照

的
で
あ
る
。

(

46)

安
帝
親
政
期
の
尚
書
の
う
ち��甫
は
延
光
三
年

(

一
二
四)

に

太
守
と
し
て
転
出
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
先
述
し
た
よ
う
に
成
翊
世

は
延
光
三
年

(

一
二
四)

ご
ろ
官
を
去
っ
て
お
り
、
陳
忠
は
安
帝
崩

御

(

一
二
五)

前
後
に
死
去
し
て
い
る
。
一
方
、
胡
広
は
順
帝
期
に

済
陰
太
守
に
転
出
す
る
ま
で
の
十
数
年
間
は
尚
書
系
の
官
を
歴
任
し

て
お
り

[

西
川

一
九
九
八]

、
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
も
尚
書
の
任
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
も
尚
書
で

あ
っ
た
こ
と
が
史
書
か
ら
明
確
に
わ
か
る
の
は
郭
鎮
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
劉
光
の
例
で
見
た
よ
う
に
反
外
戚
の
傾
向
は
継
続
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
尚
書
賈
朗
は
順
帝
即
位
の
翌
年
に
官
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
、
彼
は
、
当
時
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
中
常
侍
張
防
と
親
し
か
っ

た
と
あ
る

(『

後
漢
書』

列
伝
四
八
虞��
伝)

。
時
期
を
考
え
る
と
、

賈
朗
が
閻
太
后
臨
朝
称
制
期
に
尚
書
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
が
、
中
常
侍
張
防
が
順
帝
即
位
直
後
に
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た

以
上
、
閻
氏
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
彼
と
親
交

の
深
か
っ
た
賈
朗
も
同
様
で
あ
る
。

���������������
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二

(
47)

た
だ
し
、
閻
氏
と
提
携
し
て
い
た
馮
石
、
劉
喜
は
録
尚
書
事
の

任
に
就
い
て
い
た
。
し
か
し
、
李
学
銘
氏
は
太
傅
・
三
公
を
本
官
と

し
た
録
尚
書
事
に
関
し
て
、
位
は
高
い
が
実
権
は
尚
書
よ
り
も
は
る

か
に
低
か
っ
た
と
す
る

[

李
学
銘

二
〇
一
三：

一
八
七
〜
一
八
八

頁]

。
汪
桂
海
氏
も
録
尚
書
事
の
権
力
の
強
さ
に
関
し
て
は
否
定
的

で
あ
る

[

汪
桂
海

一
九
九
九：

一
七
六
頁]

。
ま
た
、
渡
邉
将
智
氏

は
録
尚
書
事
を
官
名
で
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、｢�
書
の
事
を�

ぶ｣

と
は

｢

官
僚
機
構
の
統
率
と
国
政
の
総
覧
を
許
可
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
慣
用
的
な
表
現｣

で
あ
る
が
、
象
徴
的
な
意
味
合
い
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
で
は
制
度
的
な
基
盤
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
と
す
る

[

渡

邉
将
智

二
〇
一
四：

九
六
〜
一
〇
八
頁]
。
筆
者
も
現
段
階
で
は
上

記
の
三
者
に
従
い
、
録
尚
書
事
だ
け
で
は
国
政
運
営
に
お
い
て
十
分

な
権
力
を
発
揮
し
え
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

(

48)

閻
顕
の
故
吏
で
あ
る
陳
禅
が
、
閻
氏
に
不
利
に
な
る
こ
と
を
奏

上
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
は
管
見
の
限
り
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
も

そ
も
陳
禅
は
閻
氏
の
保
全
に
積
極
的
で
は
な
く

(『

後
漢
書』

列
伝

四
二
崔�爰
列
伝)

、
閻
氏
政
権
下
に
お
い
て
閻
顕
は
陳
禅
と
あ
ま
り

良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

(

49)

崔�爰
は
閻
顕
に
対
し
、
北
郷
侯
の
廃
位
と
順
帝
の
即
位
を
訴
え

よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
閻
顕
は
日
々
酒
に
溺
れ
、
崔�爰
は
接

見
さ
え
か
な
わ
な
か
っ
た

(『

後
漢
書』

列
伝
四
二
崔�爰
列
伝)

。
江

京
ら
を
身
近
に
置
い
て
い
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

(

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師)
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